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Editorial は当該分野の専門家による投稿論文の評価・解説記事です。

　High flow nasal cannula（HFNC）治療は加温加湿
器と加熱回路を用いて、加温加湿した高流量のガスを
供給する呼吸療法であり、急速に応用が拡大している。
呼吸療法のなかで非侵襲的陽圧換気（noninvasive posi-
tive pressure ventilation：NPPV）と通常の酸素療法
の中間に位置づけられ、病態によっては NPPV より有
用との報告もある。HFNC 治療の機序として、解剖学
的死腔の洗い出し、PEEP 様効果、優れた加温加湿、
安定した FIO2、快適性などが挙げられる 1）。とくに鼻
腔・咽頭腔に滞留する CO2 ガスを高流量ガスで洗い出
す効果が大きい。死腔が減少すれば、換気の維持に必
要な分時換気量が減少し、呼吸仕事量が軽減される。
流量やガスの噴出速度が増えるほど死腔洗い出し効果
や PEEP 様効果が増大することが予想されるが、患者
で直接検討することは難しい。Möller らは気管モデル
と放射性トレーサーガスを用い、死腔の洗い出し効果
は HFNC 流量に依存して増大すると報告している 2）。
　本号に掲載された濵本らの論文では、HFNC 鼻カニ
ュラのデザインが換気に及ぼす影響を自発呼吸モデル
肺で検討した 3）。3D プリンタを使って内径/外径 6mm/
7mm、3mm/7mm、3mm/4mm の 3 種類の鼻カニュラ
を作成した。すべての鼻カニュラにおいて流量が増え
るにつれ、PEEP が上昇し呼気一回換気量が減少した。
細い内径では増加したガス噴出速度が呼気抵抗となる
ため PEEP 様効果が大きくなり、太い外径では鼻孔を
閉塞させるため PEEP 様効果が大きくなったと考察し
ている。一方、呼気 CO2 が予想通りに低下しなかった
のは一回換気量が低下した影響かもしれない。本論文
の鼻腔モデルは単純な円筒形であるが、生体を模した
鼻腔・気管モデルで HFNC の秘密を洗い出してくれる
ことを期待する。

本稿の著者には規定された COI はない。
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High Flow Nasal Cannula（HFNC）の秘密を洗い出せるか？




